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自動車業界の大変革期 

～ 社員の行動は、制度で変えられるのか？～ 

 

ケース教材の概要 5 

株式会社テンプル部品は、1946年（昭和 21年）に創業の自動車部品を製造する企業で

ある。同社は、自動車業界において長年にわたり部品供給を行い、安定した事業基盤を築

いていた。しかし、「100年に一度の変革期」と言われるように、EV化・自動運転化の進

展など、取り巻く環境が大きく変化している。それにもかかわらず、既存製品に頼らざる

を得ないテンプル部品の経営状況は急速に悪化していった。 10 

 

2014年度をピークに営業利益は減少し続けており、いまだ改善の兆しが見えない。自動

車メーカーからのコスト削減圧力や、新技術の開発の遅れ、組織変革の遅れが重なり、こ

のままではさらなる経営状況の悪化が予想される。 

なぜこのような状況に陥ったのか。それは、これまでテンプル部品は、自動車部品業界15 

独特の「言われたことを確実にこなす」文化のもと、自動車メーカーの要求に応えること

で成長してきたためである。品質や納期を第一に考え、事業活動を行ってきた一方で、戦

略的な取り組みが不足し、市場の変化に対応することができなくなっていた。自動車メー

カーからの指示を待つ受け身の経営からいつまでも脱却できず、その結果、営業利益の減

少が止まらない。 20 

 

この状況下で、テンプル部品は、変革の第一歩として、社員の意識や行動を変えるため

に、何に着手すべきだろうか。 

社員の意識や行動を変えるには、どのような仕組みや働きかけが求められるのだろう

か。 25 

 

本ケース教材では、制度や組織文化が硬直化し、変化への対応力を失いつつあった企業

が、社員の意識と行動を変える手段として人事制度改革に踏み出した過程を描き出してい

る。 
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